
観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和 6 年 9 月 30 日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するものを

○で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり法

人の名称 

株式会社流山ツーリズムデザイン 

（Ｎａｇａｒｅｙａｍａ Ｔｏｕｒｉｓｍ Ｄｅｓｉｇｎ Ｃｏ.Ｌｔｄ.） 

マネジメント・マ

ーケティング対象

とする区域 

千葉県流山市 

所在地 千葉県流山市流山一丁目 4番地の 1 

設立時期 令和２年８月２６日 

事業年度 ４月１日から翌年３月 31日までの１年間 

職員数 ３０人【常勤３人（正職員３人）、非常勤２７人】 

代表者（トップ人

材：法人の取組に

ついて対外的に最

終的に責任を負う

者） 

※必ず記入するこ

と 

 

（氏名） 

吉河 智彦 「専従」 

（出身組織名） 

（株）千葉銀行 

EY ｽﾄﾗﾃｼﾞｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｺﾝｻﾙﾃｨﾝ

ｸﾞ㈱ 

（当法人の代表取締役） 

• 大手地方銀行にて、新線開通による新市

街地開発の有効利用の企画・開発業務を

担当し、50 以上のテナント誘致を行う。 

• 地方銀行では、観光・古民家担当として

観光地域づくり法人（DMO）の設立支援

（事業設計、組織設計、資本設計）およ

び経営伴走や、観光庁、農水省等の各種

支援策による地域活性化を推進。 

• その後、会計系大手コンサルティングフ

ァームにて、地域の産業支援・観光支援

のプロジェクトをリード。 

• 地域における産業創出・産業集積と地方

公共団体が所有する公共遊休不動産の利

活用を専門分野として、国・地方自治体

の政策立案を支援。 

 

データ分析に基づ

いたマーケティン

グに関する責任者 

（氏名） 

吉河 智彦 「専従」 

（出身組織名） 

（株）千葉銀行 

EY ｽﾄﾗﾃｼﾞｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｺﾝｻﾙﾃｨﾝ

ｸﾞ㈱ 

代表取締役と兼務 同上 

 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チー

フ・フィナンシャ

ル・オフィサー） 

※必ず記入するこ

と 

（氏名） 

吉河 智彦 「専従」 

（出身組織名） 

（株）千葉銀行 

EY ｽﾄﾗﾃｼﾞｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｺﾝｻﾙﾃｨﾝ

ｸﾞ㈱ 

代表取締役と兼務 同上 
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連携する地方公共

団体の担当部署名

及び役割 

 

（自治体調整窓口、マーケティング、プロモーション連携、ＤＭＯ運営等） 

・流山市 経済振興部 流山本町・利根運河ツーリズム推進課 

・流山市教育委員会 生涯学習部 博物館 

（運営連携、プロモーション連携、古民家活用等） 

・観光庁 観光地域振興部 観光資源課 

・観光庁 観光地域づくり法人支援室 

（ＤＭＯに関する支援・歴史的資源の活用） 

・観光庁 歴史的資源を活用したまちづくり推進室 

連携する事業者名

及び役割 

（地域との合意形成、地域ＰＲ） 

・流山市観光協会 

 ＤＭＯは地域を限定して PRを行うため、異なる地域の観光資源を活用した

イベント等を実施するほか、ＤＭＯと協力して観光客の誘致に努める。 

（地域との合意形成、地域ＰＲ） 

・流山商工会議所 

（交通） 

・流鉄㈱ 

（宿泊施設、誘客） 

・ホテル ルミエール グランデ流山おおたかの森、東横 INN 流山おおたかの

森駅前 

（地域食の開発、地域ＰＲ） 

・キッコーマン㈱・流山キッコーマン㈱ 

（資金調達） 

・㈱千葉銀行 

官民･産業間･地域

間との持続可能な

連携を図るための

合意形成の仕組み 

【該当する登録要件】 

① DMO の意思決定を行う取締役には、流山市、流山市観光協会、商工会議

所、地元企業、鉄道事業者、地域金融機関の代表者等が就任 

地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

2019 年 10 月 

「流山市の観光まちづくりを考える会」開催 

地元事業者等、今後流山市の観光のキーマンとなる人物による会議を実施 

参加人数：20名 

2023 年 10 月 

流山本町ぶらぶら部の会議を運営 

食×まちあるきをテーマに、流山市の地域の飲食事業者が集まる「ぶらぶら

部」観光まちづくりに向けた意識啓発を実施 

参加社数：23社 

法人のこれまでの

活動実績 

 

 

（活動の概要） 

法人設立に向け、「流山版 DMO 設立準備委員会」を 3回開催。また、株式会社

とするため、「流山版 DMO 設立準備委員会」で検討した事業計画をもって出資

を募り、「株式会社流山ツーリズムデザイン」を令和２年８月２６日に設立 

 

（定量的な評価） 

2019 年 12 月～2020 年 3月 流山版 DMO 設立準備委員会開催（3回） 

2020 年 3月 流山市観光基本計画策定 

2020 年 8月 株式会社流山ツーリズムデザイン設立 

2021 年 4月 一茶双樹記念館・アトリエ黎明指定管理受託 

2022 年 8月 国登録有形文化財を活用した日本茶カフェ「葉茶屋寺田園」開業 

2023 年 7月 地域独自の観光資源を活用した地域の稼げる看板商品の創出 

      「流山白みりんが起こした“食の革命”と、もたらされた文芸 

“俳句”を魅せる～流山本町活性化プロジェクト～」の実施 
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2023 年 10 月  国土交通省「スモールコンセッション」の事例地域に指定 

同取り組みを行政と一体になって推進を開始 

2023 年 12 月 日本三大万華鏡の聖地を目指す取り組みを開始 

アート万華鏡展 ART KALEIDOSCOPE EXHIBITION2023 の実施 

 

実施体制 

※地域の関係者と

の連携体制及び地

域における合意形

成の仕組みが分か

る図表等を必ず記

入すること（別添

可）。 

（実施体制の概要） 

株式会社として設立。主な出資者は、地元企業等、流山市、流山市観光協会、

流山商工会議所、千葉銀行。観光の舵取り役として中心となり、地元企業や専

門家と連携しながら事業を実施する。 

 

【実施体制図】 
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２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

流山市は都心からのアクセスも良く、住宅文化都市として若い子育て世代に人気の町となってい

る。また、歴史の流山本町エリア、自然の利根運河エリア、子育てのおおたかの森エリアといった

具合に各エリアが特徴を有する 

【概要】 

 流山市は人口約 21 万人、面積約 35 平方キロメートルの水と緑の豊かな自然が息づく住宅文

化都市である 

 近年では、育児環境が充実しているとして若年子育て層に人気の町となっている 

【立地】 

 流山市は、千葉県の北西部に位置し、東は柏市、西は江戸川を隔てて埼玉県三郷市と吉川

市、南は松戸市、北は野田市に接している。首都圏北東部にあたり、都心からは 25キロメ

ートル圏に位置 

【アクセス】 

 JR 武蔵野線、JR常磐線、流鉄流山線、東武アーバンパークライン（東武野田線）があり、

通勤通学の重要な足となっている 

 また、つくばエクスプレスで秋葉原駅まで 25 分と都心まで抜群のアクセスを誇る 

 
流山市の主な来訪目的は、買い物や家族との対面など観光目的の来訪は近隣市と比べて低い水準である

ものの、実際に来訪した際の満足度は高く、飲食店や土産物の充実により、更なる観光客獲得の可能性

があるといえる 
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３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

①観光入込客数 流山市は観光地としての認知度

が低いことが課題であり、観光

入込客数の変化を把握すること

が全ての施策のベースとなるた

め。 

流山市が管理・把握している流

山本町地域、利根運河地域およ

びイベントの「観光入込客数」

の合計とする。 

②旅行消費額 流山を目的に訪れた人の平均消

費額により、経済効果を測るた

め。 

アンケート調査により、流山市

へ観光で訪れた人の平均消費額

（一次・二次交通費、飲食費、

土産代の合計）を計測する。 

③来訪者満足度 流山市を目的に訪れた人の満足

度により、施策の効果を測るた

め。 

アンケート調査に基づき、流山

市へ観光で訪れた人の満足度

（大変満足、概ね満足の合計）

を計測する。 
 

④リピーター率 流山市を訪れた人の再訪意向を

測ることで、施策の効果を測る

ため。 

アンケート調査に基づき、流山

市へ観光で訪れた人の再訪意向

（とても思う、やや思うの合

計）を計測する。 
 

 

※各当社が運営する施設にて WEB アンケートフォームを置きデータを集計する 

 

 

 

４．戦略 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
流山本町の観光資源 

流山本町には、白みりん発祥の地としての歴史や、その誕生を記念したまちなかミュージアム、近藤

勇が最期を迎えた近藤勇陣屋跡といった独自の観光資源が存在。 
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流山に在住する著名な万華鏡作家の作品が展示されている流山万華鏡ギャラリー＆ミュージアム、小

林一茶が流山に通っていたことを記念する一茶双樹記念館、各種創作活動が行われている杜のアトリ

エ黎明といった訴求力のある歴史的資源が存在 

 
 

これまで触れた流山独自の観光資源は、流山本町に集中的に所在しており、徒歩で行き来できる範囲

内にあることから、短い時間でも楽しむことができ、日帰りでも十分に楽しめるエリアとなっている 
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（２）地域の強みと弱み 
地域の強み 

流山市独自の魅力として、「白みりん」があげられる。200 年以上の歴史を持つ流山白みりんは、広

く市民にも親しまれている逸品であり、その魅力を更に発信するため、2024 年度には「白みりんミ

ュージアム」の完成も予定されている。 
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流山本町は、一茶双樹記念館・近藤勇陣屋跡といった歴史を身近に感じられる建造物に加え、アトリ

エ黎明や万華鏡ギャラリーといった芸術とのふれあいが可能な施設もあり、市内でも特筆すべき観光

エリアといえる。 

 
流山市はつくばエクスプレスを利用すれば、都心部から 30 分程度と圧倒的なアクセスの良さを誇

る。また、流鉄流山線は市民の重要な交通の脚でありながら、いわゆるローカル鉄道として観光資源

としても人気な路線である。 
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地域の弱み 

流山市の認知度は近県エリアで一定程度あるものの、東京都や埼玉県から実際に来訪した人の割合は

低水準となっていることから、観光を楽しめる地域として認知は低いものと推測できる。 

 
 

流山本町には歴史的建造物や趣のある古民家が今も残る一方、近年の人口増加による住宅需要にも押

され、その建て替えが進みつつあり、そのような歴史的資源をどのように保存・利活用していくかが

今後の課題となる。 
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流山本町での観光客１人あたりの客単価が少なく、その理由としては、①飲食店が少ない、②宿泊施

設が全くない、③土産物が少ないという３つの要因があると思われ、これらを解決して客単価向上に

努める必要がある。 

 
エリアの中には駐車場は少なく、車での移動が困難なうえ、市内の公共交通については改善の余地が残

り、交通系 IC が未対応なことや自動改札がなく、インバウンドの観光客の利便性が低くなっていると

推測される。 
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白みりんや歴史的建造物、古民家等“流山ならでは”の資源を活かしながら、新型コロナウィルスの鎮

静化による旅行需要回復を契機として、住んで良し、訪れて良しのまちづくりを進める 

 
 

（３）ターゲット 
来訪先別のターゲット 
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属性別のターゲット 
（１）江戸時代から明治時代にかけての歴史・文化に興味がある層 

（２）落ち着いた上質な空間で料理やお茶を楽しみたい層 

 
○選定の理由 

20 代～60代以上の男女のなかで、歴史への興味・関心、特に興味のあるテーマは以下の物があげら

れている。 

 60％超が「歴史に興味・関心がある」勉強は嫌いでも大人になると関心が高まる傾向 

 人気の時代は、戦国、江戸時代幕末が上位で拮抗し、次いで明治時代が人気 

 興味ある歴史のテーマは男性「戦争・権力闘争」、女性「人物の生き方・ヒューマンドラ

マ」 

 歴史を覚えることよりも、考えるシーンを大切にしている。 
（出所：「大人は歴史にどう向き合うか 1000 人調査」HISTORIST 山川出版社） 

上記データに基づき、流山市の地域資源である白みりん、新選組の歴史、万華鏡などのコンテンツが

本市周辺のターゲットに対して有効なコンテンツであるものと判断した。 

また、このようなターゲットが求める顧客体験価値は、ゆっくりと歴史を“考える”シーンであり、

落ち着いた上質な空間で、料理やお茶を楽しみたいと考える傾向があることがうかがえる。 

 

○取組方針 

（１）本市が発祥の地である白みりんを主役とした総合的な体験型施設として「白みりんミュー

ジアム」を流山市が整備予定のため、指定管理の受託を目指す。また、近藤勇陣屋跡に位

置する蔵を「（仮称）新選組ミュージアム」に流山市が改装する予定のため、展示や体験

プログラムなどを連携して検討する。体験施設では、最新のデジタル技術等を活用して、

子どもも含めたファミリー層に受け入れられやすい施設とする。 

（２）流山本町にある歴史的建造物を活用した飲食店について情報発信を行い、認知度を上げて

いく。加えて、多くの観光客を受け入れられるよう歴史的建造物を活用した飲食店を増や

していく。また、白みりんのまちとしてブランディングするため、白みりんの体験ツアー

開発、白みりん新商品開発、白みりん PR事業等を行う。 

 

（３）現地では観光マップの情報ほど看板や案内が整備されていないため、歴史やストーリーを

わかりやすく伝える看板の整備や案内係の配置を検討する。また、数多くの資源を効率的

にめぐりやすいように、ジャンル・カテゴリーを整理したうえで、所要時間や体力別の散

歩・まち歩きの推奨コースをいくつか用意する。 
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○第２ターゲット層  
自然や芸術を楽しむ層 

 

（１）20～40 歳代のグループ 都内勤務で自然が縁遠いキャリア層 

（２）20～40 歳代のグループ アウトドア好きのアクティブ派 

（３）50～70 歳代のグループ 自然景観の写真や絵画制作等を好むアート系 
 

○選定の理由 

 
（１）利根運河地域の豊かな自然や公園は、市民だけでなく市外住民にとっても認知度や評価が

高い観光資源となっている。一方、働く人の 38.7％が半年以上続く慢性的な疲労を感じて

いるという厚生労働省の調査結果があることから、つくばエクスプレス沿線などから都心

へ勤務する層を選定した。 

 

（２）利根運河地域は、豊かな自然はあるが、来訪客を受け入れる宿泊施設がないため、「グラ

ンピング」など宿泊機能を兼ね備えたアウトドア施設を創出することで本市および近隣市

の若い世代の集客が期待できることから選定した。 

 

（３）50歳代や 60 歳以上は他の年代に比べて「豊かな自然や風景」を観光の目的としている。

利根運河周辺には「ギャラリー平左衛門」などの作品展示施設があり、景観や動植物など

の写真撮影や絵画制作等の活動場所としての需要を喚起できることから選定した。 
 

○取組方針 

 
（１）利根運河周辺の農場や酒蔵などを活かし、農産物の収穫体験や蔵見学など「コト消費」を

促す。また、運河沿いには春は桜、秋は曼殊沙華など四季折々の楽しみがあるため、楽し

み方を整理・発信するほか、電動キックボードのようなモビリティ機能を導入し、運河沿

いの新たな楽しみ方を創出する。 

 

（２）利根運河を「グランピング」などが楽しめる地域とするため、市が所有する古民家「割烹

新川屋本館」等を活用し、観光交流施設を整備する。「ミズベリング」として、観光地化

とブランディングを行い、河川地域の活性化に取り組む。 

 

（３）運河地域の自然環境を維持し、「ギャラリー平左衛門」や「運河駅ギャラリー」など作品

展示施設を保全する。また、初めて訪れる人がわかりやすいよう季節ごとの魅力を看板・

サイン等で提示する。 
 

○第３ターゲット層  
台湾・欧米のインバウンド層 

（１） 台湾：20代～40代の主婦、パートナー、友人同士などの個人旅行者 

（２） 欧米：日本の歴史や文化に触れる体験を望む旅行者 
 

○選定の理由 
台湾では所得格差が拡大するとともに、平均所得が上昇している、幼少時代からアニメなどの

日本文化に接しており、日本の自然、文化、サブカルチャーに対して強い関心があることか

ら、ターゲットに対する顧客体験価値を提供可能と判断した。 

（出所：JNTO 訪日旅行誘致ハンドブック 2022） 
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○取組方針 
（１）台湾では老若男女を問わず、インターネットの利用率が非常に高いため、ウェブサイトや

SNS を通じた情報発信を行う。利用率が高い SNS は LINE、ユーチューブ、インスタグラム

であり、インスタグラムで検索できる環境を整備していく。 

（４）観光地域づくりのコンセプト 

①コンセプト 白みりんが織りなす 歴史・ロマンのまち 

「住宅都市」から「訪れたくなるまち」へ 

① コンセプト

の考え方 

 

 
 

 

 

５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者と

の共有 

※頻度が分かるよう記

入すること。 

観光振興の指針として令和元年度に流山市が策定した「流山版観光

戦略」を共有し、戦略に沿って、観光地域づくりを推進する。 

計画の実施は主に当社が担うことになるが、流山市及び本市に関連

のある市内外の企業から出資を受けており、当社の取締役は行政や

地元企業等（流山商工会議所、流山市観光協会、鉄道事業者など）

から選出されているため、取締役会や株主総会にて戦略の共有を図

る。 

従来の観光協会とは、これまで DMO 設立準備委員会を開催してきた

経緯から、継続的に情報共有の場を設け、連携し観光振興を行って

いく。 

また、DMO として流山本町および利根運河地域に注力するた流山市観

光協会のとの役割分担を明確にすみ分けを行い、プロモーションを

実施する。 
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市内事業者とは、流山商工会議所や流山市観光協会をとおして広く

共有していく。 

・流山ツーリズムデザイン取締役会 年 4回開催 

・流山ツーリズムデザイン株主総会 年 1回開催 

観光客に提供するサー

ビスについて、維持･

向上・評価する仕組み

や体制の構築 

取締役会、株主総会において、当社主導の観光施策について検討、評価

を行い、PDCA サイクルを回していく。 

当社管理施設において留め置き方式で観光客に対するアンケート調査

を継続し、サービス品質を評価向上させる。 

デジタルマーケティングを導入し、顧客管理を行う。 

観光客に対する地域一

体となった戦略に基づ

く一元的な情報発信･

プロモーション 

出資者の中には情報・通信業者がいるため協力し、インターネットやテ

レビを通じたプロモーションを実施していく。 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 
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６．ＫＰＩ（実績・目標） 
 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

2022 年度までの目標値は、2019 年度に「旅行消費額」「来訪者満足度」「リピーター率」等を

含むマーケット調査を実施したため、2019 年度を基準に目標設定した。 

データが蓄積されてきた 2023 年度以降は、前年度調査を参考に本市の実情に応じた伸び率を

設定している。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

マーケティング調査結果（イベント参加者向け、首都圏住民向けアンケート調査）に基づ

き、流山市へ観光で訪れた人の平均消費額（一次・二次交通費、飲食費、土産代の合計）を目

標数値として設定。2022 年度調査における消費額 4,793 円を基準に 2023 年度は 4,800 円、2024

年度以降年間＋100 円の単価上昇を目標とする。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●延べ宿泊者数 
令和３年度から東横インがオープンし宿泊者数の計測対象が増えたため実績値が大幅に増加。 

令和４年度の実績値を基準に R５年度は 104 千人を宿泊者の目標として修正した。 

以後、500 名/年の増加を目標とする 

 

指標項目  

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2024 

（R5） 

年度 

2025 

（Ｒ6） 

年度 

2026 

（Ｒ7） 

年度 

2027 

（Ｒ8） 

年度 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

3,240 円  3,240 円   4,800 5,400 円 5,400 円 5,400 円 

（ ） （ ） （）    

実

績 

5,880 円 4,793 円 5,338  

 

 

 

 

 
（ ） （ ） （） 

●延べ宿泊者数 

（人） 

目

標 

30,000 人 30,000 人 104,000 人 112,000 人 112,000 人 102,000 人 

（11 人） （1,000） （1,000 人） （1,000 人） （1,200 人） (1,300 人) 

実

績 

71,226 人 103,584 人 111,658 人  

 

 

 

 

 
（49 人） （1,255 人） （934 人） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

96.5％ 90％ 94.4％ 95％ 95％ 95％ 

（ ） （ ）     

実

績 

91.5% 93.9％ 93.4％  

 

 

 

 

 
（ ） （ ）  

●リピーター率 

（％） 

目

標 

89.8％ 89.8％ 95.4％ 96％ 96％ 96％ 

（ ） （ ）     

実

績 

93.8% 94.9％ 96.7％    

（ ） （ ）  
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●来訪者満足度 

マーケティング調査結果（当社管理施設におけるアンケート調査）に基づき、流山市へ観光

で訪れた人の満足度（大変満足、概ね満足の合計）を目標数値として設定。2022 年度調査にお

ける満足度 93.9％を基準に、0.5％ずつ改善することを目指す。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●リピーター率 

マーケティング調査結果（イベント参加者向け、首都圏住民向けアンケート調査）に基づ

き、流山市へ観光で訪れた人の再訪意向（とても思う、やや思うの合計）を目標数値として設

定。2022 年度調査における再訪意向 94.9％を基準に毎年 0.5％の増加を目指す。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

（２）その他の目標 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 
 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

 主要観光施設（千葉県の調査対象施設）に加え、流山市が、古民家を活用し観光に資する店舗を出

店する際に交付する補助金活用店舗及びイベント来場者数を観光入込客数として設定する。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

【設定にあたっての考え方】 

●観光入込客数 

 2020 年度から 2022 年度までは、令和元年度実績値 366,065 人から、イベント実績値約 19 万人を除い

た 176,065 人の 80％となる 140,852 人を目標値として設定した。 

 2023 年度は、2022 年度の実績である 189,594 人を基準として、目標値を設定し以降、1,000 人/年

の増加を見込む目標値を設定した。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標項目  
2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●観光入込客数 

（人）） 

目

標 

140,852 人 140,852 人 190,000 人 191,000 人 192,000 人 192,000 人 

（ ） （ ） （ ）   （ ） 

実

績 

169,302 人 189,594 人 446,378 人     

（ ） （ ） （ ） 
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７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
 

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2020（Ｒ２） 

年度（実績） 
0（円） なし（資本金から運営費を捻出） 

2021（Ｒ３） 

年度（実績） 
58,730,971（円） 【市町村からの補助金】 

流山市 DMO 推進事業補助金 25,000 千円 
【公物管理事業】 
指定管理料 25,000 千円 
業務委託料  7,423 千円 
【収益事業】 
その他収益事業 1,308 千円 

2022（Ｒ４） 

年度（実績） 
68,824,981（円） 【国・市町村からの補助金】 

流山市補助金 13,300 千円 
観光庁補助金  6,070 千円 
【公物管理事業】 
指定管理料 25,000 千円 
業務委託料  7,683 千円 
【収益事業】 
収益事業 16,771 千円 

2023（Ｒ５） 

年度 

（実績） 

70,669,854（円） 【市町村からの補助金】 
流山市補助金 13,300 千円 
【公共業務受託事業】 
指定管理料 25,000 千円 
業務委託料 13,000 千円 
【収益事業】 
収益事業 19,369 千円 

2024（Ｒ６） 

年度（予想） 
110,000,000（円） 【市町村からの補助金】 

流山市補助金 13,300 千円 
流山市負担金 20,000 千円 
【公共業務受託事業】 
指定管理料 36,000 千円 
業務委託料 13,000 千円 
【収益事業】 
収益事業 27,700 千円 
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2025（Ｒ７） 

年度（予想） 

150,000,000（円） 【市町村からの補助金】 
流山市補助金 13,300 千円 
【公共業務受託事業】 
指定管理料 72,000 千円 
業務委託料 13,000 千円 
【収益事業】 
その他収益事業 51,700 千円 

2026（Ｒ８） 

年度（予想） 

300,000,000（円） 【市町村からの補助金】 
流山市補助金 13,300 千円 
【公共業務受託事業】 
指定管理料 72,000 千円 
業務委託料 13,000 千円 
【収益事業】 
その他収益事業 201,700 千円 

 
（２）支出 

年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 
2020（Ｒ２）

年度（実績） 

2,000,000（円） 
 

【一般管理費】 
 専従者給与   1,000 千円 
 備品購入    1,000 千円 

2021（Ｒ３）

年度（実績） 
62,831,000（円） 【販売費一般管理費】 

人件費 28,658 千円 
その他販管費 34,173 千円 

2022（Ｒ４） 

年度（実績） 
90,632,000（円） 【売上原価】 

売上原価 8,231 千円 
【販売費一般管理費】 
人件費 45,327 千円 
その他販管費 37,074 千円 
 

2023（Ｒ５） 

年度 

（実績） 

93,309,063（円） 【売上原価】 
売上原価 11,565 千円 
【販売費一般管理費】 
人件費 45,096 千円 
その他販管費 36,648 千円 
 

2024（Ｒ６） 

年度 
82,000,000（円） 【売上原価】 

売上原価 12,000 千円 
【販売費一般管理費】 
人件費 50,000 千円 
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その他販管費 20,000 千円 
2025（Ｒ７） 

年度 

120,000,000（円） 【売上原価】 
売上原価 30,000 千円 
【販売費一般管理費】 
人件費 70,000 千円 
その他販管費 20,000 千円 

2026（Ｒ８） 

年度 

260,000,000（円） 【売上原価】 
売上原価 60,000 千円 
【販売費・一般管理費】 
人件費 100,000 千円 
その他販管費 100,000 千円 
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（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 

事業の取組方針 
流山の地域資源と地域産業が共創する持続可能な社会の構築を実現するビジネスモデルと実装人材の

育成を目指す 

事業の収益確立の 4 本の柱 
 白みりん事業 

地域資源である白みりんミュージアムの有効活用 
 古民家活用事業 

地域に現存する古民家の取得・管理・運営（指定管理、コンセッションによる受託事業） 
 地域価値共創事業 

国等の実証事業などへの取組（国交省、観光庁等の公募事業への取組） 
 拠点整備事業 

自治体が所有する公共遊休不動産を活用したスモールコンセッションの推進（不動産活用） 
 

 
８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 

 

流山市は、株式会社流山ツーリズムデザインを観光の舵取り役を担う当市における地域ＤＭＯとして

登録したいので、株式会社流山ツーリズムデザインとともに申請します。 

 

 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 
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１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 吉河 智彦 

担当部署名（役職） 代表取締役 

郵便番号 270-0164 

所在地 流山市流山一丁目 4番地の 1 

電話番号（直通） 04-7128-9901 

ＦＡＸ番号  

Ｅ－ｍａｉｌ Tomohiko.Yoshikawa@nagareyama-td.com 

 

 

１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 千葉県流山市 

担当者氏名 山口 行彦  

担当部署名（役職） 経済振興部 流山本町・利根運河ツーリズム推進課（課長） 

郵便番号 270-0192 

所在地 千葉県流山市平和台 1 丁目 1 番地の 1 

電話番号（直通） 04-7168-1047 

ＦＡＸ番号 04-7158-5840 

Ｅ－ｍａｉｌ tourism@city.nagareyama.chiba.jp 
 

都道府県･市町村名 千葉県流山市 

担当者氏名 松原 大悟 

担当部署名（役職） 経済振興部 流山本町・利根運河ツーリズム推進課（課長補佐） 

郵便番号 270-0192 

所在地 千葉県流山市平和台 1 丁目 1 番地の 1 

電話番号（直通） 04-7168-1047 

ＦＡＸ番号 04-7158-5840 

Ｅ－ｍａｉｌ tourism@city.nagareyama.chiba.jp 

 



【マネジメント・マーケティング対象とする区域】 千葉県流山市
【設立時期】 2020年8月26日
【代表者】 吉河智彦
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 吉河智彦
【財務責任者（ＣＦＯ）】 吉河智彦
【職員数】 30人（常勤3人（正職員3人）、非常勤27人）
【主な収入】
補助金事業 13百万円、公共業務受託事業 38百万円
収益事業 19百万円 （ ※2024.年3月期決算基準）
【総支出】
売上原価 11百万円 販売費一般管理費 45百万円
その他36百万円（ ※2024.年3月期決算基準）
【連携する主な事業者】
ホテル ルミエール グランデ流山おおたかの森、
流鉄㈱、キッコーマン㈱、流山キッコーマン㈱、㈱千葉銀行

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 令和6年 9月 30日

【主なターゲット】
• 江戸時代から明治にかけての歴史・文化に興
味がある層

• 落ち着いた上質な空間で、料理やお茶を楽し
みたい層

（候補）【地域DMO】株式会社流山ツーリズムデザイン 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組

白みりん事業

みりんを感じられるまち
づくりに取り組む

古民家活用事業

歴史ある建造物の有効
活用に取組む

地域価値共創事業

新たなマーケットの創出
に取組む

拠点整備事業

民間活力による交流人
口の拡大に取組む

地域資源である白みりん
ミュージアムの有効活用

自治体が所有する公共遊
休不動産を活用したスモー
ルコンセッションの推進（不
動産活用）

白みりんが織りなす 歴史・ロマンのまち ～「住宅都市」から「訪れたくなるまち」へ

古民家施設の管理運営

新商品の開発等

【現在の取り組み】
• 白みりん発祥の地という特
徴を活かした“食”をテー
マとしたコンテンツの造成

• 日本一の万華鏡の聖地を
目指したミュージアムの運
営と情報発信

 

指標項目  

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2024 

（R5） 

年度 

2025 

（Ｒ6） 

年度 

2026 

（Ｒ7） 

年度 

2027 

（Ｒ8） 

年度 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

3,240 円  3,240 円   4,800 5,400 円 5,400 円 5,400 円 

（ ） （ ） （）    

実

績 

5,880 円 4,793 円 5,338  

 

 

 

 

 
（ ） （ ） （） 

●延べ宿泊者数 

（人） 

目

標 

30,000 人 30,000 人 104,000 人 112,000 人 112,000 人 102,000 人 

（11 人） （1,000） （1,000 人） （1,000 人） （1,200 人） (1,300 人) 

実

績 

71,226 人 103,584 人 111,658 人  

 

 

 

 

 
（49 人） （1,255 人） （934 人） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

96.5％ 90％ 94.4％ 95％ 95％ 95％ 

（ ） （ ）     

実

績 

91.5% 93.9％ 93.4％  

 

 

 

 

 
（ ） （ ）  

●リピーター率 

（％） 

目

標 

89.8％ 89.8％ 95.4％ 96％ 96％ 96％ 

（ ） （ ）     

実

績 

93.8% 94.9％ 96.7％    

（ ） （ ）  
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